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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材に、単一又は複数の赤外光吸収材料を含有したインキ組成物が印刷された真偽判別
用印刷物であって、
　前記赤外光吸収材料は、波長領域７６０ｎｍ～３０００ｎｍの範囲の赤外光吸収スペク
トルに、少なくとも二つの吸収帯域と、少なくとも一つの反射帯域とを有する赤外光吸収
材料を含有してなり、
　前記インキ組成物が印刷された領域における吸収帯域と反射帯域におけるスペクトルに
よって真偽判別を行うことを特徴とする真偽判別用印刷物。
【請求項２】
　前記単一又は複数の赤外光吸収材料が、少なくとも一つの金属酸化物を含む請求項１記
載の真偽判別用印刷物。
【請求項３】
　前記金属酸化物がチタン酸ニッケル、タングステン酸ニッケル、酸化ネオジウム又は酸
化サマリウムである請求項２記載の真偽判別用印刷物。
【請求項４】
　前記チタン酸ニッケルであり、第１の吸収帯域を７６０ｎｍ～９００ｎｍ付近に有し、
第２の吸収帯域を１３００ｎｍ～１５００ｎｍ付近に有し、第１の反射帯域を９５０ｎｍ
～１１２０ｎｍ付近に有する請求項３記載の真偽判別用印刷物。
【請求項５】
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　前記タングステン酸ニッケルであり、第１の吸収帯域を７６０ｎｍ～９００ｎｍ付近に
有し、第２の吸収帯域を１４００ｎｍ～１５００ｎｍ付近に有し、第１の反射帯域を９８
０ｎｍ～１１３０ｎｍ付近に有する請求項３記載の真偽判別用印刷物。
【請求項６】
　前記酸化ネオジウムであり、第１の吸収帯域を７６０ｎｍ～７６５ｎｍ付近に有し、第
２の吸収帯域を８０５ｎｍ～８２５ｎｍ付近に有し、第１の反射帯域を７７０ｎｍ～８０
０ｎｍ付近に有し、第２の反射帯域を８３５ｎｍ～９００ｎｍ付近に有する請求項３記載
の真偽判別用印刷物。
【請求項７】
　前記酸化サマリウムであり、第１の吸収帯域を１０９０ｎｍ付近に有し、第２の吸収帯
域を１２５０ｎｍ付近に有し、第３の吸収帯域を１４００ｎｍ～１６００ｎｍ付近に有し
、第１の反射帯域を１０００ｎｍ付近に有し、第２の反射帯域を１１５０ｎｍ付近に有し
、第３の反射帯域を１３００ｎｍ付近に有する請求項３記載の真偽判別用印刷物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、赤外光吸収スペクトルに、少なくとも二つの吸収帯域と、少なくとも一つの
反射帯域とを有する単一又は複数の赤外光吸収材料を含有してなるインキ組成物に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　銀行券、パスポート、有価証券、カード、印紙類、商品タグ等の貴重品は、その性質上
、偽造、変造されにくいことが要求される。これらの偽造防止策として、赤外光吸収材料
をインキに配合し、配合されたインキを用いて貴重品に印刷を施し、印刷された領域は赤
外線センサによって吸収ピークの差を読み取り、真偽判別を行うか、可視光スペクトルカ
ットフィルタを具備した赤外可視化装置又は赤外検出器を用いることによって真偽判別を
行っていた。
【０００３】
　９７５ｎｍ近傍に吸収ピークを有する、例えば、硫酸イッテルビウム又は酢酸イッテル
ビウムである赤外線吸収材料が開示されている。この材料をインキビヒクルに含有するこ
とによって、９７５ｎｍ付近に強い吸収ピークが得られるため不可視非情報パターン、例
えば検知マークやコードパターン等を形成できる（特許文献１参照）。
【特許文献１】特開平８－１４３８５３号公報（第１頁、第１、３図）
【０００４】
　さらに、赤外領域で吸収し、可視光領域では吸収することがない素材であって、近赤外
領域、特に９００～１０００ｎｍの波長域での吸収特性が良好である赤外線吸収材料を含
むインキ及び不可視パターンが開示されている（特許文献２参照）。
【特許文献２】特開平９－１０４８５７号公報（第１頁、第１図）
【０００５】
　さらに、所望の図柄が設けられた印刷物において、図柄の少なくとも一部を、可視上で
は容易に識別できない近赤外反射吸収特性の異なる少なくとも２種類のインキを用いて印
刷したことを特徴とする真贋判定可能な印刷物が開示されている（特許文献３参照）。
【特許文献３】特開昭６３－１４４０７５号公報（第１頁、第１図）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特開平８－１４３８５３号公報、特開平９－１０４８５７号公報、特開
昭６３－１４４０７５号公報及び公知の赤外光吸収材料は一つの吸収帯域又は一つの反射
帯域を示すものであった。このため、一つの吸収帯域又は一つの反射帯域が類似している
赤外光吸収材料で偽造される恐れがあった。また、従来の赤外光吸収材料は基材等の下地
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の光学特性の影響を受けやすく、基材によってはピークが出現することがなくなるため、
基材等の下地の色を自由に選択することができなかった。このようなことから、基材等の
下地の光学特性の影響を受け難く、より偽造防止効果の高く、バーコード等の検知パター
ン、検知マーク等に用いることが可能なインキ組成物が求められる。
【０００７】
　以上のことから、本発明は前述した問題点を解決することを目的としたもので、可視波
長領域での吸収が少なく、単一又は複数の赤外光吸収材料を含有したインキ組成物であっ
て、赤外光吸収材料の赤外光吸収スペクトルに、少なくとも二つの吸収帯域と、少なくと
も一つの反射帯域とを有する赤外光吸収材料を含有してなるインキ組成物であり、基材等
の下地の光学特性の影響を受け難く、より偽造防止効果の高く、バーコード等の検知パタ
ーン、検知マーク等に用いることが可能なインキ組成物を提案するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、単一又は複数の赤外光吸収材料を含有したインキ組成物であって、前記赤外
光吸収材料の赤外光吸収スペクトルに、少なくとも二つの吸収帯域と、少なくとも一つの
反射帯域とを有する赤外光吸収材料を含有してなるインキ組成物である。
【０００９】
　また、本発明は、前記単一又は複数の赤外光吸収材料が、少なくとも一つの金属酸化物
を含むインキ組成物である。
【００１０】
　また、本発明は、前記金属酸化物がチタン酸ニッケル、タングステン酸ニッケル、酸化
ネオジウム又は酸化サマリウムであるインキ組成物である。
【００１１】
　また、本発明は、前記チタン酸ニッケルであり、第１の吸収帯域を７６０ｎｍ～９００
ｎｍ付近に有し、第２の吸収帯域を１３００ｎｍ～１５００ｎｍ付近に有し、第１の反射
帯域を９５０ｎｍ～１１２０ｎｍ付近に有するインキ組成物である。
【００１２】
　また、本発明は、前記タングステン酸ニッケルであり、第１の吸収帯域を７６０ｎｍ～
９００ｎｍ付近に有し、第２の吸収帯域を１４００ｎｍ～１５００ｎｍ付近に有し、第１
の反射帯域を９８０ｎｍ～１１３０ｎｍ付近に有するインキ組成物である。
【００１３】
　また、本発明は、前記酸化ネオジウムであり、第１の吸収帯域を７６０ｎｍ～７６５ｎ
ｍ付近に有し、第２の吸収帯域を８０５ｎｍ～８２５ｎｍ付近に有し、第１の反射帯域を
７７０ｎｍ～８００ｎｍ付近に有し、第２の反射帯域を８３５ｎｍ～９００ｎｍ付近に有
するインキ組成物である。
【００１４】
　また、本発明は、前記酸化サマリウムであり、第１の吸収帯域を１０９０ｎｍ付近に有
し、第２の吸収帯域を１２５０ｎｍ付近に有し、第３の吸収帯域を１４００ｎｍ～１６０
０ｎｍ付近に有し、第１の反射帯域を１０００ｎｍ付近に有し、第２の反射帯域を１１５
０ｎｍ付近に有し、第３の反射帯域を１３００ｎｍ付近に有するインキ組成物である。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明は、可視波長領域での吸収が少なく、インキ特性、耐候性、耐光性、耐薬品性、
印刷適性等に優れた単一又は複数の赤外光吸収材料を含有したインキ組成物であって、赤
外光吸収材料の赤外光吸収スペクトルに、少なくとも二つの吸収帯域と、少なくとも一つ
の反射帯域とを有する赤外光吸収材料を含有してなるインキ組成物であり、例えば、検知
パターン、検知マークを印刷した場合に少なくとも二つの吸収帯域、若しくは、少なくと
も二つの吸収帯域と少なくとも一つの反射帯域によって真偽判別が可能であるため、偽造
されることなく、真偽判別の信頼性に優れる。また、基材等の下地の光学特性の影響を受
け難いため、基材等の下地の色を限定されることがない。さらに、可視波長領域での吸収



(4) JP 4528935 B2 2010.8.25

10

20

30

40

50

が少ないため、ビヒクルに赤外光吸収材料を含有させてインキ組成物化した場合に、無色
に近い透明インキ組成物として利用可能となり、秘匿性のある情報、例えばバーコード等
の検知パターン、検知マーク等を肉眼では認識し難い不可視情報として用いることができ
る。よって、インキ組成物は真偽判別用として最適な用途となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　本発明の実施するための最良の形態を図面を参照して説明する。しかしながら、本発明
は以下に述べる実施するための最良の形態に限定されるものではなく、特許請求の範囲記
載における技術的思想の範囲内であれば、その他のいろいろな実施の形態が含まれる。
【００１７】
　本発明は、可視波長領域での吸収が少なく、単一又は複数の赤外光吸収材料を含有した
インキ組成物であって、赤外光吸収材料の赤外光吸収スペクトルに、少なくとも二つの吸
収帯域と、少なくとも一つの反射帯域とを有する赤外光吸収材料を含有してなるインキ組
成物である。赤外光吸収材料は７６０ｎｍ～３０００ｎｍ程度の近赤外領域で少なくとも
二つの吸収帯域と、少なくとも一つの反射帯域とを有することが好ましい。単一又は複数
の赤外光吸収材料は無機化合物又は混合物からなり、無機複合酸化物又は無機酸化物が好
ましい。ここで言う、単一又複数の赤外光吸収材料について説明する。単一の赤外光吸収
材料はチタン酸ニッケル、タングステン酸ニッケル、酸化ネオジウム、又は、酸化サマリ
ウム等の金属酸化物であり、複数の赤外光吸収材料は、上記記載のチタン酸ニッケル、タ
ングステン酸ニッケル、酸化ネオジウム、又は、酸化サマリウム等の金属酸化物、さらに
は、一つの吸収帯域又は一つの反射帯域を有する赤外光吸収材料（例えば、α－酸化鉄、
酸化ジスプロシウム等）のうち、二種類以上を選択したものである。二種類以上の赤外光
吸収材料は各々異なる吸収帯域又は反射帯域を示す吸収帯域を有する必要がある。
【００１８】
　チタン酸ニッケルは、分光反射率が４０％程度以下で第１の吸収帯域を７６０ｎｍ～９
００ｎｍ付近に有し、さらに分光反射率が４０％程度以下で第２の吸収帯域を１３００ｎ
ｍ～１５００ｎｍ付近に有する。さらに詳細には、分光反射率が４０％程度以下で第１の
吸収帯域を７６０ｎｍ～９００ｎｍ付近に有し、分光反射率が４０％程度以下で第２の吸
収帯域を１３００ｎｍ～１５００ｎｍ付近に有し、分光反射率が７０％程度以上で第１の
反射帯域を波長９５０ｎｍ～１１２０ｎｍ付近にピークを有して付近に有する。この場合
の％は７６０ｎｍ～３０００ｎｍの赤外領域において、硫酸バリウム又は酸化アルミニウ
ムの分光反射率を１００％とした場合である。
【００１９】
　タングステン酸ニッケルは、分光反射率が４０％程度以下で第１の吸収帯域を７６０ｎ
ｍ～９００ｎｍ付近に有し、さらに分光反射率が４０％程度以下で第２の吸収帯域を１４
００ｎｍ～１５００ｎｍ付近に有する。さらに詳細には、分光反射率が４０％程度以下で
第１の吸収帯域を７６０ｎｍ～９００ｎｍ付近に有し、分光反射率が４０％程度以下で第
２の吸収帯域を１４００ｎｍ～１５００ｎｍ付近に有し、分光反射率が７０％程度以上で
第１の反射帯域を９８０ｎｍ～１１３０ｎｍ付近に有する。この場合の％は７６０ｎｍ～
３０００ｎｍの赤外領域において、硫酸バリウム又は酸化アルミニウムの分光反射率を１
００％とした場合である。
【００２０】
　酸化ネオジウムは、分光反射率が５０％程度以下で第１の吸収帯域を７６０ｎｍ～７６
５ｎｍ付近に有し、さらに分光反射率が５０％程度以下で第２の吸収帯域を８０５ｎｍ～
８２５ｎｍ付近に有する。さらに詳細には、分光反射率が５０％程度以下で第１の吸収帯
域を７６０ｎｍ～７６５ｎｍ付近に有し、分光反射率が５０％程度以下で第２の吸収帯域
を８０５ｎｍ～８２５ｎｍ付近に有し、分光反射率が８０％程度以上で第１の反射帯域を
７７０ｎｍ～８００ｎｍ付近に有し、分光反射率が８０％程度以上で第２の反射帯域を８
３５ｎｍ～９００ｎｍ付近に有する。この場合の％は７６０ｎｍ～３０００ｎｍの赤外領
域において、硫酸バリウム又は酸化アルミニウムの分光反射率を１００％とした場合であ
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る。
【００２１】
　酸化サマリウムは、分光反射率が７０％程度以下で第１の吸収帯域を１０９０ｎｍ付近
に有し、分光反射率が７０％程度以下で第２の吸収帯域を１２５０ｎｍ付近に有し、さら
に分光反射率が７０％程度以下で第３の吸収帯域を１４００ｎｍ～１６００ｎｍ付近に有
する。さらに詳細には、分光反射率が７０％程度以下で第１の吸収帯域を１０９０ｎｍ付
近に有し、分光反射率が７０％程度以下で第２の吸収帯域を１２５０ｎｍ付近に有し、分
光反射率が７０％程度以下で第３の吸収帯域を１４００ｎｍ～１６００ｎｍ付近に有し、
分光反射率が８０％程度以上で第１の反射帯域を１０００ｎｍ付近に有し、分光反射率が
８０％程度以上で第２の反射帯域を１１５０ｎｍ付近に有し、分光反射率が８０％程度以
上で第３の反射帯域を１３００ｎｍ付近に有する。この場合の％は７６０ｎｍ～３０００
ｎｍの赤外領域において、硫酸バリウム又は酸化アルミニウムの分光反射率を１００％と
した場合である。
【００２２】
　上記記載のチタン酸ニッケル、タングステン酸ニッケル、酸化ネオジウム、又は、酸化
サマリウムの分光反射率は、赤外光吸収特性を有するインキ組成物１００重量部中に赤外
光吸収材料１５重量部程度配合した、赤外光吸収特性を有するインキ組成物を白色紙上に
インキ膜厚は１２．５μｍ程度で展色物の測定したものである。よって、上記記載の吸収
帯域及び反射帯域の数値は限定されるものではなく、赤外光吸収材料の配合割合、基材の
分光反射率及びインキ膜厚の厚さによって、可視光及び赤外領域の分光反射率は異なるも
のである。
【００２３】
　ここで言う、吸収帯域又は反射帯域とは、分光反射率曲線に、吸収と反射によって急激
なピーク曲線を示すものであり、赤外光吸収特性を有するインキ組成物１００重量部中に
赤外光吸収材料１５重量部程度配合した、赤外光吸収特性を有するインキ組成物を白色紙
上にインキ膜厚は１２．５μｍ程度において、硫酸バリウム又は酸化アルミニウムの分光
反射率を１００％とした場合、各々のピークの吸収帯域と反射帯域の差が２０％程度以上
を有するものであり、好ましくは４０％程度以上を有するものである。例えば、赤外光吸
収特性を有するインキ組成物１００重量部中に赤外光吸収材料６０重量部程度配合した、
赤外光吸収特性を有するインキ組成物を黒色紙上にインキ膜厚は１０μｍ程度において、
硫酸バリウム又は酸化アルミニウムの分光反射率を１００％とした場合、各々のピークの
吸収帯域と反射帯域の差が１０％程度を有するものとなる。基材の分光反射率が低いもの
、インキ膜厚は薄いもの、赤外光吸収材料の含有量が少ないものは、吸収帯域と反射帯域
の差が小さくなる。
【００２４】
　少なくとも二つの吸収帯域と、少なくとも一つの反射帯域を有するチタン酸ニッケル、
タングステン酸ニッケル、酸化ネオジウム、及び、酸化サマリウム等の金属酸化物からな
る赤外光吸収材料及び一つの吸収帯域又は一つの反射帯域を有するα－酸化鉄、酸化ジス
プロシウム等からなる赤外光吸収材料を少なくとも一つをビヒクル等に混合し、インキ組
成物することが可能である。また、塗工紙等に用いるコーティング組成物に含有すること
も可能である。本発明のインキ組成物は真偽判別用として用いることが最適であるため、
銀行券、パスポート、有価証券、カード、印紙類、商品タグ等の貴重品に適用することが
好ましい。インキ組成物等に赤外光吸収材料を用いる場合は、赤外光吸収材料の粒子径は
０．００１μｍ～１０μｍ程度が好ましい。
【００２５】
　インキ組成物化する場合は、ビヒクルに本発明の赤外光吸収材料を含有する必要があり
、ビヒクルとは、油分を主体に、樹脂類、適度な粘度、流動特性を与える溶剤等で構成さ
れる。赤外光吸収材料を含有するビヒクルは特に限定されるものではない。例えば、アマ
ニ油、オリーブ油、ヒマシ油、ヒマワリ油などの油脂類、鯨ロウ、ミツロウ、ラノリン、
カルナウバワックス、キャンデリアワックス、モンタンワックスなどの天然ワックス類、
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パラフィンワックス、マイクロクリスタリンワックス、酸化ワックス、エステルワックス
、低分子量ポリエチレンなどの合成ワックス類、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン
酸、ステアリン酸、フロメン酸、ヘベニン酸などの高級脂肪酸類、ステアリルアルコール
、ヘベニルアルコールなどの高級アルコール類、ワセリン、グリセリンなどの石鹸類、グ
ルコース、エチレングルコース、アミロースなどの炭化水素類、脂肪酸エステルなどのエ
ステル類、ステアリンアミド、オレインアミドなどのアミド類、ポリアミド系樹脂、ポリ
エステル系樹脂、エポキシ系樹脂、ポリウレタン系樹脂、アクリル系樹脂、塩化ビニル系
樹脂、セルロース系樹脂、ポリビニル系樹脂、石油系樹脂、エチレン－酢酸ビニル共重合
体樹脂、フェノール系樹脂、スチレン系樹脂、ロジン変性樹脂、テルビン樹脂などの樹脂
類、天然ゴム、スチレンブタジエンゴム、イソプレンゴム、クロロプレンゴムなどのエラ
ストマー類、水添石油樹脂、シリコーン、流動パラフィン、フッ素樹脂などのタッキファ
イヤー類などを単独又は混合して用いることができる。さらに、必要に応じて分散媒に顔
料、染料、界面活性剤、充填剤、酸化防止剤、乾燥剤などを添加して使用してもよい。
【００２６】
　その他に、ビヒクルに本発明の赤外光吸収材料を含有されたインキに蛍光顔料、パール
顔料、ガラスフレーク、コレステリック液晶顔料、蓄光顔料等の機能性顔料を含有しても
よい。
【００２７】
　赤外光吸収特性を有するインキ組成物はビヒクルに上記記載の少なくとも一つの赤外光
吸収材料を配合させて赤外光吸収特性を有する組成物とする。つまり、赤外領域を吸収さ
せる材料としては、単独もしくは複数の材料を組み合わせることにより、任意に吸収ピー
クを設定することが可能となる。赤外光吸収剤としてニッケル酸化チタン焼成物を単独も
しくはニッケル酸化チタン焼成物と、金属錯体、赤外線吸収剤及びＩＴＯ等のいずれかを
用い、分散させることも可能である。
【００２８】
　赤外光吸収特性を有するインキ組成物としては、オフセット用インキ、グラビア用イン
キ、スクリーン用インキ、凹版用インキ等に使用される一般的な紫外線硬化型インキ、酸
化重合型インキ、溶剤型インキ、水性蒸発型インキ等に使用される通常の乾燥方式を用い
ることが可能であり、特に限定されるものではない。インキの盛りを形成できるグラビア
用インキ、スクリーン用インキ、凹版用インキに使用することがより好ましい。
【００２９】
　印刷用基材は通常印刷用基材として使用される、紙、プラスチック等に用いることが可
能であり、特に限定されるものではない。
【実施例】
【００３０】
　以下、実施例を用いて本発明をさらに詳細に説明するが、本発明の内容は、これらの実
施例の範囲に限定されるものではない。
【００３１】
（実施例1）
　微粒子チタン酸ニッケルを１５重量部、体質顔料として炭酸カルシウム５重量部、合成
樹脂としてロジン変性フェノール樹脂２５．６重量部、植物油として桐油および亜麻仁油
を４１．５重量部、石油系溶媒１２．８重量部、助剤として乾燥剤を０．１重量部とを混
合して、赤外光吸収特性を有するインキ組成物を調整した。
【００３２】
　上記赤外光吸収特性を有するインキ組成物を用い、白色紙上にアプリケータを用い実施
例１の展色物を作製した。実施例１の展色物の可視光及び赤外領域の分光反射グラフを図
１に示す。図1のように硫酸バリウム又は酸化アルミニウムの分光反射率を１００％とし
た場合に、分光反射率が４０％程度以下で第１の吸収帯域（１）を７６０ｎｍ～９００ｎ
ｍ付近にピークを示し、さらに分光反射率が４０％程度以下で第２の吸収帯域（２）を波
長１３００ｎｍ～１５００ｎｍ付近にピークを示し、分光反射率が７０％程度以上で第１
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の反射帯域（４）を波長９５０ｎｍ～１１２０ｎｍ付近にピークを示していた。
【００３３】
　実施例１の展色物は、中心波長８００ｎｍ及び１４００ｎｍのバンドパスフィルタを通
した照射光又は赤外レーザ光を照射した場合には、吸収特性を有し、中心波長１０３０ｎ
ｍのバンドパスフィルタを通した照射光又は赤外レーザ光を照射した場合には、反射特性
を示した。
【００３４】
(実施例２)
　微粒子タングステン酸ニッケルを１５重量部、体質顔料として炭酸カルシウム５重量部
、合成樹脂としてロジン変性フェノール樹脂２５．６重量部、植物油として桐油および亜
麻仁油を４１．５重量部、石油系溶媒１２．８重量部、助剤として乾燥剤を０．１重量部
とを混合して、赤外光吸収特性を有するインキ組成物を調整した。
【００３５】
　上記赤外光吸収特性を有するインキ組成物を用い、白色紙上にアプリケータを用い実施
例２の展色物を作製した。実施例２の展色物の可視光及び赤外領域の分光反射グラフを図
２に示す。図２のように硫酸バリウム又は酸化アルミニウムの分光反射率を１００％とし
た場合に、分光反射率が４０％程度以下で第１の吸収帯域（１）を７６０ｎｍ～９００ｎ
ｍ付近にピークを示し、さらに分光反射率が４０％程度以下で第２の吸収帯域（２）を波
長１４００ｎｍ～１５００ｎｍ付近にピークを示し、分光反射率が７０％程度以上で第１
の反射帯域（４）を波長９８０ｎｍ～１１３０ｎｍ付近にピークを示していた。
【００３６】
　実施例２の展色物は、中心波長８２０ｎｍ及び１４５０ｎｍのバンドパスフィルタを通
した照射光又は赤外レーザ光を照射した場合には、吸収特性を有し、中心波長１０５０ｎ
ｍのバンドパスフィルタを通した照射光又は赤外レーザ光を照射した場合には、反射特性
を示した。
【００３７】
(実施例３)
　酸化ネオジウム(レアメタリック社製)を１５重量部、体質顔料として炭酸カルシウム５
重量部、合成樹脂としてロジン変性フェノール樹脂２５．６重量部、植物油として桐油お
よび亜麻仁油を４１．５重量部、石油系溶媒１２．８重量部、助剤として乾燥剤を０．１
重量部とを混合して、赤外光吸収特性を有するインキ組成物を調整した。
【００３８】
　上記赤外光吸収特性を有するインキ組成物を用い、白色紙上にアプリケータを用い実施
例３の展色物を作製した。実施例３の展色物の可視光及び赤外領域の分光反射グラフを図
３に示す。図３のとおり、硫酸バリウム又は酸化アルミニウムの分光反射率を１００％と
した場合に、分光反射率が５０％程度以下で第１の吸収帯域（１）を７６０ｎｍ～７６５
ｎｍ付近にピークを示し、さらに分光反射率が５０％程度以下で第２の吸収帯域（２）を
８０５ｎｍ～８２５ｎｍ付近にピークを示し、分光反射率が８０％程度以上で第１の反射
帯域（４）を波長７７０ｎｍ～８００ｎｍ付近にピークを示し、分光反射率が８０％程度
以上で第２の反射帯域（５）が波長８３５ｎｍ～９００ｎｍ付近にピークを示していた。
【００３９】
　実施例３の展色物は、中心波長７６０ｎｍ及び８１５ｎｍのバンドパスフィルタを通し
た照射光又は赤外レーザ光を照射した場合には、吸収特性を有し、中心波長７８０ｎｍ及
び８５０ｎｍのバンドパスフィルタを通した照射光又は赤外レーザ光を照射した場合には
、反射特性を示した。
【００４０】
(実施例４)
　酸化サマリウム(高純度化学研究所社製)を１５重量部、体質顔料として炭酸カルシウム
５重量部、合成樹脂としてロジン変性フェノール樹脂２５．６重量部、植物油として桐油
および亜麻仁油を４１．５重量部、石油系溶媒１２．８重量部、助剤として乾燥剤を０．
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１重量部とを混合して、赤外光吸収特性を有するインキ組成物を調整した。
【００４１】
　上記赤外光吸収特性を有するインキ組成物を用い、白色紙上にアプリケータを用い実施
例４の展色物を作製した。実施例４の展色物の可視光及び赤外領域の分光反射グラフを図
４に示す。図４のとおり、硫酸バリウム又は酸化アルミニウムの分光反射率を１００％と
した場合に、分光反射率が７０％程度以下で第１の吸収帯域（１）を１０９０ｎｍ付近に
ピークを示し、分光反射率が７０％程度以下で第２の吸収帯域（２）を１２５０ｎｍ付近
にピークを示し、分光反射率が７０％程度以下で第３の吸収帯域（３）を１４００ｎｍ～
１６００ｎｍ付近にピークを示し、分光反射率が８０％程度以上で第１の反射帯域（４）
を１０００ｎｍ付近にピークを示し、分光反射率が８０％程度以上で第２の反射帯域（５
）を１１５０ｎｍ付近にピークを示し、分光反射率が８０％程度以上で第３の反射帯域（
６）を１３００ｎｍ付近にピークを示していた。
【００４２】
　実施例４の展色物は、中心波長１０９０ｎｍ、１２５０ｎｍ及び１５００ｎｍのバンド
パスフィルタを通した照射光又は赤外レーザ光を照射した場合には、吸収特性を有し、中
心波長１０００ｎｍ、１０５０ｎｍ及び１３００ｎｍのバンドパスフィルタを通した照射
光又は赤外レーザ光を照射した場合には、反射特性を示した。
【００４３】
(実施例５)
　酸化ネオジウムを１０重量部、酸化ジスプロシウム５重量部、体質顔料として炭酸カル
シウム５重量部、合成樹脂としてロジン変性フェノール樹脂２５．６重量部、植物油とし
て桐油および亜麻仁油を４１．５重量部、石油系溶媒１２．８重量部、助剤として乾燥剤
を０．１重量部とを混合して、赤外光吸収特性を有するインキ組成物を調整した。
【００４４】
　上記赤外光吸収特性を有するインキ組成物を用い、白色紙上にアプリケータを用い実施
例５の展色物を作製した。実施例５の展色物の可視光及び赤外領域の分光反射グラフを図
５に示す。図５のとおり、硫酸バリウム又は酸化アルミニウムの分光反射率を１００％と
した場合に、分光反射率が７０％程度以下で第１の吸収帯域（１）を７６０ｎｍ付近にピ
ークを示し、分光反射率が７０％程度以下で第２の吸収帯域（２）を８１０ｎｍ付近にピ
ークを示し、分光反射率が７０％程度以下で第３の吸収帯域（３）を１２５０ｎｍ付近に
ピークを示し、分光反射率が９０％程度以上で第１の反射帯域（４）を７８０ｎｍ付近に
ピークを示し、分光反射率が９０％程度以上で第２の反射帯域（５）を８５０ｎｍ付近に
ピークを示し、分光反射率が９０％程度以上で第３の反射帯域（６）を１３００ｎｍ付近
にピークを示していた。
【００４５】
　実施例５の展色物は、中心波長７６０ｎｍ、８１０ｎｍ及び１２５０ｎｍのバンドパス
フィルタを通した照射光又は赤外レーザ光を照射した場合には、吸収特性を有し、中心波
長７８０ｎｍ、８５０ｎｍ及び１３００ｎｍのバンドパスフィルタを通した照射光又は赤
外レーザ光を照射した場合には、反射特性を示した。
【００４６】
(実施例６)
　α-酸化鉄を１０重量部、酸化ジスプロシウム５重量部、体質顔料として炭酸カルシウ
ム５重量部、合成樹脂としてロジン変性フェノール樹脂２５．６重量部、植物油として桐
油および亜麻仁油を４１．５重量部、石油系溶媒１２．８重量部、助剤として乾燥剤を０
．１重量部とを混合して、赤外光吸収特性を有するインキ組成物を調整した。
【００４７】
　上記赤外光吸収特性を有するインキ組成物を用い、白色紙上にアプリケータを用い実施
例６の展色物を作製した。実施例６の展色物の可視光及び赤外領域の分光反射グラフを図
６に示す。図６のとおり、硫酸バリウム又は酸化アルミニウムの分光反射率を１００％と
した場合に、分光反射率が４０％程度以下で第１の吸収帯域（１）を７８０ｎｍ～９４０
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ｎｍ付近にピークを示し、分光反射率が６０％程度以下で第２の吸収帯域（２）を１２５
０ｎｍ付近にピークを示し、分光反射率が８０％程度以上で第１の反射帯域（４）を１０
５０ｎｍ～１２００ｎｍ付近にピークを示し、分光反射率が８０％程度以上で第２の反射
帯域（５）を１２８０ｎｍ～１４００ｎｍ付近にピークを示していた。
【００４８】
　実施例６の展色物は、中心波長８５０ｎｍ及び１２５０ｎｍのバンドパスフィルタを通
した照射光又は赤外レーザ光を照射した場合には、吸収特性を有し、中心波長１１００ｎ
ｍ及び１３５０ｎｍのバンドパスフィルタを通した照射光又は赤外レーザ光を照射した場
合には、反射特性を示した。
【００４９】
　実施例１乃至６記載の実施例に用いた赤外光吸収特性を有するインキ組成物は赤外光吸
収特性を有するインキ組成物１００重量部中に少なくとも一種類以上の赤外光吸収材料１
５重量部配合したもので、この赤外光吸収特性を有するインキ組成物を白色紙上にインキ
膜厚は１２．５μｍで展色物を作製し、可視光及び赤外領域の分光反射率を測定した。よ
って本発明は、実施例１乃至６記載の実施例の配合割合、基材の分光反射率、インキ膜厚
の厚さ及び分光反射率に本発明は限定されるものではなく、分光反射率は赤外光吸収材料
の配合割合、基材の分光反射率及びインキ膜厚の厚さによって、可視光及び赤外領域の分
光反射率は異なるものである。
【産業上の利用可能性】
【００５０】
　本発明の赤外光吸収材料はインキ組成物、塗工紙等のコーティング組成物等に利用可能
であり、従来は一つのピークで真偽判別を行っていたが、少なくとも二つのピークで真偽
判別が行えるため、真偽判別用のインキ組成物、真偽判別用のコーティング組成物として
最適な用途となる。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】実施例１で得た展色物の分光反射率のスペクトルを示す図である。
【図２】実施例２で得た展色物の分光反射率のスペクトルを示す図である。
【図３】実施例３で得た展色物の分光反射率のスペクトルを示す図である。
【図４】実施例４で得た展色物の分光反射率のスペクトルを示す図である。
【図５】実施例５で得た展色物の分光反射率のスペクトルを示す図である。
【図６】実施例６で得た展色物の分光反射率のスペクトルを示す図である。
【符号の説明】
【００５２】
　１　　　　　第１の吸収帯域
　２　　　　　第２の吸収帯域
　３　　　　　第３の吸収帯域
　４　　　　　第１の反射帯域
　５　　　　　第２の反射帯域
　６　　　　　第３の反射帯域
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